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今後の進め方

○主要渋滞箇所についてETC2.0等を用いて継続的に交通状況をモニタリング、特定解除フローに基づき必要
に応じて解除を検討。
○京都滋賀合同WG等を通じて、地域の交通状況や課題を共有し、継続的な議論を実施。
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２０１９年度

７月～９月 １０月～１２月 １月～３月

京 都 ・ 滋 賀 合 同 W G

京都府域渋滞対策協議会

合同
WG

●今年度の主要渋滞箇所の解除方針

協議会協議会

●交通状況と課題の共有
●京都市東部地域の短期渋滞対策

●WG報告
●主要渋滞箇所の解除協議
●短期渋滞対策

※各会議スケジュールは現時点での想定時期であり今後調整


